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我々は光と物質の合成系を用いた超高速意思決定機構の実現に向け，ジアリールエテンフォトクロ
ミック単結晶の光異性化に着目し研究を行っている[1]. 先行研究では，異性体境界のナノメートルス
ケールでの動的挙動を光てこ方式原子間力顕微鏡で観察し，対向した数百マイクロメートル程度のブ
ロードな光強度分布を持つ中で数十ナノメートル以下のスケールの幅を持つ表面モルフォロジーの異
なる開環体-閉環体境界を捉えることに成功した(Fig.1) [2]. 
本研究ではこの境界形成のプロセスに理論的なモデルを導入した(Fig.2a). 結晶の着色状態に応じ

て非線形に緩和確率が変化する系を用意し(Fig.2b)，カタストロフィ理論を適用することによって，連
続的な光強度変化に対して閉環体率が不連続に変化することが示された(Fig. 2c)．着色レートの不連
続な変化は開環体，閉環体どちらの結晶状態から光強度を変化させるかによって異なり，結晶内の光
異性化にヒステリシスが存在することを示している．この不連続な変化はブロードな光強度場内での
シャープな境界形成に大きく関係している．この研究は選択肢そのものが曖昧な意思決定問題におい
て，選択肢の区分を明瞭に定める機能の実現につながる．今後は理論と実験の結果を踏まえ，真に自律
的な意思決定機構実現に向けた研究を進めていく． 
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